
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

平成24年9月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成24年2月10日

上 場 会 社 名 株式会社ピクセラ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 6731 URL http://www.pixela.co.jp

代 表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)藤岡 浩
問合せ先責任者 (役職名)専務取締役 (氏名)池本 敬太 (TEL)06(6633)3500

四半期報告書提出予定日 平成24年2月13日 配当支払開始予定日 ―

(百万円未満切捨て)

１．平成24年9月期第１四半期の連結業績（平成23年10月1日～平成23年12月31日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年9月期第１四半期 1,747 △66.9 △33 ― △48 ― △47 ―

23年9月期第１四半期 5,273 84.6 305 102.7 325 304.7 243 135.0

(注) 包括利益 24年9月期第１四半期 △47百万円( ―％) 23年9月期第１四半期 243百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年9月期第１四半期 △4 34 ―

23年9月期第１四半期 22 34 22 01

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年9月期第１四半期 3,513 781 22.1

23年9月期 4,525 828 18.2

(参考) 自己資本 24年9月期第１四半期 776百万円 23年9月期 823百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年 9月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

24年 9月期 ―

24年 9月期(予想) 0 00 ― 0 00 0 00

３．平成24年9月期の連結業績予想（平成23年10月1日～平成24年9月30日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,534 △59.9 19 △96.0 4 △99.0 0
△

100.0
0 00

通期 8,686 △44.7 241 △51.2 203 △59.0 195 △54.2 17 86

hiromoto.konki
社名ロゴ



・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この

四半期決算短信の開示時点においては、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続を実施中です。

・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可

能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料3ペ

ージ「1.(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年9月期1Ｑ 11,034,100株 23年9月期 11,034,100株

② 期末自己株式数 24年9月期1Ｑ 118,712株 23年9月期 118,712株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年9月期1Ｑ 10,915,388株 23年9月期1Ｑ 10,915,443株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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ホームＡＶ事業は、地上デジタル液晶テレビの大幅な減収があったものの、スマートフォンなどモバイル関連が

急成長し落込みを補完いたしました。また、パソコン関連事業では、パソコン向けテレビキャプチャーのＯＥＭ販

売が伸長し、好調に推移いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間(平成23年10月１日～平成23年12月31日）の売上高は17億47百万円（前

年同四半期比66.9％減）、営業損失33百万円（前年同四半期は営業利益３億５百万円）、経常損失48百万円（前年

同四半期は経常利益３億25百万円）、四半期純損失47百万円（前年同四半期は四半期純損失２億43百万円）となり

ました。

セグメント別の業績の概況は以下のとおりであります。

〔ホームＡＶ事業〕

地上デジタル液晶テレビは、アナログ放送停波後の急激な需要の低下や32インチクラスの販売単価の高い製品が

低迷したことにより大幅な減収となりました。また、他社製品のテレビやディスプレイに組み込まれるデジタル放

送受信モジュールやソフトウエアも低調な結果となりました。一方、地上デジタルチューナーは、既存のアナログ

テレビを継続して使用できる機器として停波後も需要が継続したことから、好調に推移いたしました。また、スマ

ートフォンなどモバイル関連では、ワンセグ視聴アプリケーションが計13機種に搭載され、ロイヤルティ収入や受

託開発が大幅な増収となったほか、新たに無線LAN機能を利用してワイヤレスでテレビ視聴が可能な機器の販売を開

始いたしました。

これらの結果、当事業の売上高は９億82百万円（前年同四半期比78.3％減）、セグメント利益（営業利益）は12

百万円（前年同四半期比96.2％減）となりました。

〔パソコン関連事業〕

パソコン向けテレビキャプチャーのＯＥＭ販売は、アナログ放送停波後も需要は底堅く、出荷台数が伸びたため

好調に推移いたしました。併せて、これに関連するソフトウエアのロイヤルティ収入も堅調に推移いたしました。

これらの結果、当事業の売上高は５億61百万円（前年同四半期比8.6％増）、セグメント利益（営業利益）は96百

万円（前年同四半期比71.2％増）となりました。

〔ＡＶソフトウエア事業〕

デジタルカメラやデジタルビデオカメラに同梱される映像編集アプリケーションは、関連する受託開発は横ばい

であったものの、ロイヤルティ収入が低調に推移したため減収となりました。この結果、当事業の売上高91百万円

（前年同四半期比29.2％減）、セグメント利益（営業利益）は47百万円（前年同四半期比2.8％減）となりました。

〔その他〕

主に光触媒機能性塗料の開発・製造・販売をおこなっておりますが、その他の売上高は１億11百万円（前年同四

半期比4.8％増）、セグメント損失（営業損失）は12百万円（前年同四半期は営業利益８百万円）となりました。

（注）各セグメントのセグメント利益（営業利益）は、「セグメント情報」に記載のとおり、各セグメントに配分していない全社

費用１億77百万円を配分する前の金額であります。

（総資産）

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度に比べ10億11百万円減少し、35億13百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が７億96百万円、受取手形及び売掛金が６億76百万円それぞれ減少したことなどに

よるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間の負債は、前連結会計年度に比べ９億64百万円減少し、27億32百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金が８億40百万円減少したことなどによるものであります。

１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

株式会社ピクセラ（6731） 平成24年9月期第１四半期決算短信

－2－



（純資産）

当第１四半期連結会計期間の純資産は、前連結会計年度に比べ47百万円減少し、７億81百万円となりました。こ

れは主に、四半期純損失の計上により利益剰余金が47百万円減少したことなどによるものであります。

平成24年９月期の連結業績予想は、「平成23年９月期 決算短信［日本基準］(連結)」（平成23年11月14日公表）

において公表いたしました連結業績予想から変更はありません。

なお、現時点における平成24年９月期の連結業績予想は、次のとおりです。

《連結業績見通し》

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 86億86百万円 （前期は157億10百万円）

営業利益 2億41百万円 （前期は 4億93百万円）

経常利益 2億 3百万円 （前期は 4億95百万円）

当期純利益 1億95百万円 （前期は 4億25百万円）
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２．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,056,124 259,139

受取手形及び売掛金 2,349,399 1,673,346

商品及び製品 298,488 758,261

仕掛品 14,772 27,513

原材料及び貯蔵品 83,003 95,939

繰延税金資産 29,571 29,571

その他 72,373 66,135

貸倒引当金 △19,149 △17,171

流動資産合計 3,884,584 2,892,736

固定資産

有形固定資産 173,752 156,881

無形固定資産

ソフトウエア 24,471 22,012

電話加入権 817 817

無形固定資産合計 25,289 22,829

投資その他の資産

投資有価証券 111,285 107,629

営業保証金 231,988 235,288

保険積立金 3,984 4,014

敷金 85,468 85,468

その他 8,686 8,791

貸倒引当金 △26 △21

投資その他の資産合計 441,387 441,171

固定資産合計 640,429 620,882

資産合計 4,525,014 3,513,618

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,395,242 1,554,986

短期借入金 219,100 284,600

1年内返済予定の長期借入金 88,206 124,355

未払金 156,028 72,633

未払費用 376,119 266,444

未払法人税等 19,705 6,859

賞与引当金 93,311 14,896

その他 106,164 18,406

流動負債合計 3,453,876 2,343,182

固定負債

長期借入金 197,347 345,810

資産除去債務 29,877 29,956

繰延税金負債 14,366 12,487

長期預り保証金 1,000 1,000

固定負債合計 242,590 389,254

負債合計 3,696,467 2,732,436
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,562,389 2,562,389

資本剰余金 3,218,618 3,218,618

利益剰余金 △4,790,352 △4,837,687

自己株式 △125,038 △125,038

株主資本合計 865,617 818,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △41,694 △41,723

その他の包括利益累計額合計 △41,694 △41,723

新株予約権 4,624 4,624

純資産合計 828,546 781,182

負債純資産合計 4,525,014 3,513,618
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日)

売上高 5,273,175 1,747,267

売上原価 4,610,668 1,397,404

売上総利益 662,506 349,862

販売費及び一般管理費 357,438 382,863

営業利益又は営業損失（△） 305,067 △33,000

営業外収益

為替差益 28,336 －

営業外収益合計 28,336 －

営業外費用

支払利息 2,799 2,023

為替差損 － 9,276

支払手数料 4,238 3,733

その他 504 496

営業外費用合計 7,542 15,529

経常利益又は経常損失（△） 325,861 △48,530

特別利益

賞与引当金戻入額 － 1,280

特別利益合計 － 1,280

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 23,733 －

特別損失合計 23,733 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

302,128 △47,249

法人税、住民税及び事業税 1,940 1,938

法人税等調整額 56,309 △1,852

法人税等合計 58,250 85

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

243,877 △47,334

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 243,877 △47,334
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

243,877 △47,334

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △75 △29

その他の包括利益合計 △75 △29

四半期包括利益 243,802 △47,364

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 243,802 △47,364

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、光触媒塗料事業等を含んでおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎研究費等であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報等

報告セグメント
その他
（注）

合計

ホームＡＶ パソコン関連
ＡＶソフトウ

エア
計

売上高

外部顧客への売上高 4,519,796 517,234 129,477 5,166,508 106,666 5,273,175

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,519,796 517,234 129,477 5,166,508 106,666 5,273,175

セグメント利益 341,256 56,315 49,195 446,767 8,650 455,418

利益 金額

報告セグメント計 446,767

「その他」の区分の利益 8,650

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △150,350

棚卸資産の調整額 ―

四半期連結損益計算書の営業利益 305,067
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、光触媒塗料事業等を含んでおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎研究費等であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

報告セグメント
その他
（注）

合計

ホームＡＶ パソコン関連
ＡＶソフトウ

エア
計

売上高

外部顧客への売上高 982,335 561,494 91,606 1,635,436 111,830 1,747,267

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 982,335 561,494 91,606 1,635,436 111,830 1,747,267

セグメント利益 12,942 96,387 47,818 157,148 △12,157 144,990

利益 金額

報告セグメント計 157,148

「その他」の区分の利益 △12,157

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △177,991

棚卸資産の調整額 ―

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △33,000

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(6) 重要な後発事象
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